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はじめに
鹿児島県の薩摩半島南西部に位置する野間岬

沖は多様な鯨類が出現する海域として知られてい
る．1996年から 2003年にかけて野間池漁協（現
在の鹿児島県漁業協同組合南さつま野間池支所）
によって夏～秋季にホエールウォッチングが実施
されており，“ニタリクジラ ”や小型ハクジラ類
が観察対象となっていた（中原ほか，1999；鹿児
島県漁業協同組合南さつま野間池支所，私信）．
また，2002年から 2005年にかけては本海域に出
現する “ニタリクジラ ”の個体識別も実施されて
いた（木白，2012）．しかし，現在はホエールウォッ
チングや鯨類の調査は実施されておらず，近年の
本海域に出現する鯨類に関する知見は乏しい状況
である．なお，上述の “ニタリクジラ ”は現在で
はカツオクジラ Balaenoptera edeni Anderson, 1879

と考えられる（結果と考察の項を参照）．
　そこで，鹿児島県内の鯨類の生息状況と種多様
性を解明するため，2024年 8月 6日に野間岬沖
海域で船舶を用いた鯨類の目視調査を実施した．
その結果，カツオクジラ B. edeniとハシナガイル
カ Stenella longirostris (Gray, 1828)が確認され，薩
摩半島南西部沖における鯨類の出現情報を記録す
るために調査により得られた結果の概要を報告す
る．

材料と方法
鯨類の目視調査は 2024年 8月 6日の 9時から

15時にかけて野間池漁港から小型船舶（第三栄
進丸）を用いて船長とかごしま水族館職員 3名に

より野間岬と下甑島の間の海域で実施し（Fig. 1），
鯨類を発見した際は写真と動画を撮影した．鯨類
の分類体系，標準和名，および学名は田島・山田
（2021）の「海生哺乳類　種名表」にしたがった．

結果と考察
2024年 8月 6日に野間岬沖海域で船舶を用い

た鯨類の目視調査を実施した結果，野間岬沖と下
甑島の間に位置する地点（Fig. 1）でカツオクジ
ラ B. edeni (Figs. 2, 3) 1頭とハシナガイルカ S. 

longirostris (Fig. 4)の大群を確認した．カツオク
ジラの体長は推定 10 m程であり，発見時に周囲
にはカツオ Katsuwonus pelamis (Linnaeus, 1758)

（Fig. 3B）の群れが確認された．ハシナガイルカ
は規模の大きい群れであり，500頭から 1000頭
以上の個体数であると考えられる．ハシナガイル
カはイワシ類と思われる小型魚類を摂餌してお
り，同所ではカツオドリ Sula leucogaster (Boddaert, 

1783)など海鳥による鳥山も形成されていた．ま
た，ハシナガイルカを観察中，一部の個体は調査
船と並泳し，周囲ではスピンジャンプなど多様な
行動が観察された．また，野間池漁港を出港後，
野間岬北方沖約 1.5 kmで種不明イルカ数頭を確
認したが，すぐに見失い写真等データは得られな
かった．
本調査によって確認された鯨類は下記の理由

によりカツオクジラとハシナガイルカに同定し
た．ヒゲクジラ類は頭部背面に 3本の稜線がある
カツオクジラまたはニタリクジラ Balaenoptera 

brydei Olsen, 1913 の 特 徴（Yamada and Ishikawa, 

薩摩半島南西部の野間岬沖における鯨類目視調査により確認された
カツオクジラとハシナガイルカ
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2015）が確認された（Fig. 2）．ニタリクジラとカ
ツオクジラには分類学的混乱が生じていることに
加えて，両種の外部形態による識別は困難である
が，本報告では日本周辺海域に出現する “ニタリ
クジラ ”において沿岸域に出現する個体群はカツ
オクジラ B. edeni，外洋域に生息する個体群はニ
タリクジラ B. brydeiとする大石ほか（2004）や
Yamada and Ishikawa (2015)の見解にしたがい，本
調査で頭部背面に 3本の稜線があるヒゲクジラ類
が確認された場所が沿岸域であるため，カツオク
ジラであると判断した．また，イルカ類は吻部が
細く長いこと，メロンはめだたないが，メロンと
吻の間に明瞭な境界があること，色彩（暗色の背
部，灰色の体側，白色の腹部）などの特徴（笠松
ほか，2009; Mori, 2015: Fig. 4A）によりハシナガ
イルカと同定した．なお，これまで鹿児島県内に
おいてハシナガイルカのストランディング記録は
4件（南さつま市 2件，鹿児島湾 1件，加計呂麻
島 1件）のみであったが（中村ほか，2024），野
間岬沖の東シナ海において本種は多くの個体数が
生息していることが明らかになった．
本調査でカツオクジラとハシナガイルカが確

認された場所は野間岬沖と下甑島の間に位置する
水深 500 m前後の地点であり，鯨類の他にも中型
魚類のカツオやカツオドリなどの海鳥が集まって
おり，それらがイワシ類と思われる小型魚類を摂
餌していた．そのため，カツオクジラやハシナガ
イルカも小魚を捕食するために本海域に来遊して

いたと考えられる．そのため，現在も野間岬沖海
域は夏季の鯨類の摂餌場として機能し，多くの鯨
類が集まる海域であると考えられる．また，鯨類
発見地点は水深 500 m程から水深 100 m程まで
かけ上がっている斜面域であり，生産性の高い場
所であると考えられる．
本調査では野間岬周辺で確認された種不明の

イルカ類を除き，カツオクジラとハシナガイルカ
以外の鯨類は確認されなかったが，以前野間池漁
協により実施されていたホエールウォッチングの
際にはマッコウクジラ Physeter macrocephalus 

Linnaeus, 1758，アカボウクジラ科 Ziphiidae，お
よびマイルカ科 Delphinidaeのゴンドウ類などの
鯨類も野間岬沖海域で観察されており（鹿児島県
漁業協同組合南さつま野間池支所，私信），今後
も本海域で目視調査を実施することにより多くの
鯨種が確認され，鹿児島県の鯨類相の詳細が明ら
かになることが期待される．
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Fig. 1. Survey area in this study.

Fig. 2. Photograph of three ridges on the head of the Eden’s 
Whale Balaenoptera edeni taken off Cape Noma, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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Fig. 3. Photographs of the Eden’s Whale Balaenoptera edeni taken off Cape Noma, Kagoshima Prefecture, Japan.

Fig. 4. Photographs of the Spinner Dolphin Stenella longirostris taken off Cape Noma, Kagoshima Prefecture, Japan.


